
平成２６年度

「先導的教育システム実証事業」
地域選定提案書
	提案主体

	
	提案主体名
	※提案書に記載した団体名を記載
　例：○○市
※連携主体の場合は全構成団体と代表団体を記載

　例：連携主体（○○市、・・・及び・・・）　代表　○○市

	
	代表者名
	例１）○○市長 ○○ ○○
※連携主体の場合は代表団体の首長名を記載

例２）国立大学法人○○○　学長　○○　○○

	
	提案主体の形態
	□都道府県、特別区又は市町村(単独)　□２以上の団体からなる連携主体
□国立大学法人
※該当する形態をチェック（■）すること。

	
	担当者連絡先
	○○市○○部○○課○○係長　○○　○○
住所：○○市○○町○○

電話番号：00-1234-5678
E-mail：*****@*******.**
※担当部局・役職、担当者氏名、住所、電話番号、メールアドレスを記載


０．必要要件への同意等（以下の要件に同意・該当する場合は、□に✔をしてください。）

□　電子黒板、タブレットＰＣ、無線ＬＡＮが一定程度配備されており、授業で利用されていること。
□　学習・教育クラウド・プラットフォームから提供する次の機能を利用し実証に参画すること。
　（例）
　　・学習者支援機能を利用すること

　　・教員支援機能を利用すること

　　・学校家庭連携機能を利用すること

　　・学校間連携支援機能を利用すること

　　・学校・民間教育事業者連携機能を利用すること
□　学習・教育クラウド・プラットフォーム及び本プラットフォームから提供するＨＴＭＬ５によって作られた教材を使用した授業を実施すること。
□　本実証で提供する学習・教育プラットフォームを活用した家庭学習を実施すること。
□　本実証では異なるオペレイティングシステム（ＯＳ）を搭載したタブレットＰＣや

ブラウザを活用した実証を行う。実証の際、実証地域は総務省及び総務省が指定

する請負事業者に従うこと。
□　地域において実証を実施するために、既存環境に対して、追加で必要な環境整備があると総務省及び総務省が指定する請負事業者が判断した場合、実証地域は総務省及び総務省が指定する請負事業者と調整・協議の上、実施すること。なお、調整を迅速に図るため、既存環境に精通したプロジェクトマネージャーを設置すること（項番７に記載すること）。
□　総務省の実証事業では、学習記録データやシステムを利用した際に採取できるログデータはクラウド上にある学習・教育クラウド・プラットフォーム上に保管し、本実証で利用・分析を行い、その結果の公表を想定している。各種データをビッグデータとして活用する場合には個人が特定できないように収集し、保管、利用・分析及び公表時においても個人が特定されることはない。これら各種データのクラウド上での保管、利用・分析、その結果の公表について了承すること。
□　総務省の実証事業を推進するにあたり、実施要領の４ページに記載された体制（図１．実証地域、実証校、実証環境に係る関係者との連携イメージ）にて、実証事業に関する事項について、総務省の指示に従うこと。また、総務省が指定する請負事業者の実証に協力すること。

□　総務省主催の「ＩＣＴドリームスクール懇談会」への情報提供や意見交換・助言等に協力すること。
□　実践モデル案をベースに作成した計画の実施状況ついて報告書を総務省に提出すること。
１．地域におけるこれまでの教育情報化の取組状況
· 本事業に取り組む経緯・背景、学校ごとのＩＣＴ機器の利活用状況、ＩＣＴ機器を利活用した授業の実施体制等の現況など、これまでの教育の情報化に関する取組を記載すること。
· 記述欄が不足する場合は適宜追加すること。
２．本事業を活用して今後地域においてどのように教育情報化を展開するのか
※　平成２７年度以降の展開計画及びビジョンについて記載すること。
また、特に、平成２９年度以降、資金計画（維持管理費用の負担等）、ＩＣＴ人材の育成・活用、実施体制などを含め、どのように取組、自立的運営（継続性）を確保していくのか具体的かつ詳細に記載すること。

· 記述欄が不足する場合は適宜追加すること。
３．実証校の規模と校種

※　実証校の校種（小学校、中学校、高等学校、中等教育学校及び特別支援学校）、学校名、所在地、全校生徒数、学年毎の生徒数及びクラス数について記載すること。なお、記載情報については、平成２６年８月１日現在のものとする。
※　特筆すべき事項がある場合には、その他の欄に記述すること。
　
	
	項目
	内容

	１
	校種
	小学校

	
	学校名（ふりがな）
	○○市立○○小学校（○○）

	
	所在地
	○○県○○市○○町Ｘ－Ｘ―Ｘ

	
	全校生徒数
	○○人

	
	実証対象学年の生徒数とクラス数
	４学年：○人（ＸＸクラス）
５学年：○人（ＸＸクラス）
６学年：○人（ＸＸクラス）

	
	その他
	特筆すべき事項があれば記入すること

	２
	校種
	中学校

	
	学校名（ふりがな）
	○○市立○○中学校（○○）

	
	所在地
	○○県○○市○○町Ｘ－Ｘ―Ｘ

	
	全校生徒数
	○○人

	
	実証対象学年の生徒数
	１学年：○人（ＸＸクラス）

２学年：○人（ＸＸクラス）

	
	その他
	特筆すべき事項があれば記入すること

	３
	校種
	高等学校

	
	学校名（ふりがな）
	○○県立○○高等学校（○○）

	
	所在地
	○○県○○市○○町Ｘ－Ｘ―Ｘ

	
	全校生徒数
	○○人

	
	実証対象学年の生徒数
	１学年：○人（ＸＸクラス）
２学年：○人（ＸＸクラス）

	
	その他
	特筆すべき事項があれば記入すること

	４
	校種
	特別支援学校

	
	学校名（ふりがな）
	○○県立○○特別支援学校（○○）

	
	所在地
	○○県○○市○○町Ｘ－Ｘ―Ｘ

	
	全校生徒数
	○○人

	
	実証対象学年の生徒数
	○学年：○人（ＸＸクラス）
○学年：○人（ＸＸクラス）

	
	その他
	特筆すべき事項があれば記入すること


４．実証校における環境整備状況（ＩＣＴ機器）※１
	
	学校名
	項目
	現在の配備状況等


	１
	○○市立○○小学校
	タブレットＰＣ
	タブレットＰＣ名称（ＯＳ）※２
	○○(○○)

	
	
	
	搭載ブラウザ
	ＸＸ

	
	
	
	実証学年毎の配備状況(台数)、人数と配備率※３
	４学年：○台、○人、１００％

５学年：○台、○人、１００％

６学年：○台、○人、０％

	
	
	電子黒板
	会社名、形式、インチ※４
	ＸＸ社、ボード型、５０インチ

	
	
	
	実証学年毎の配備状況（台数）、クラス数と配備率※３
	４学年：○台、○クラス、１００％

５学年：○台、○クラス、１００％

６学年：○台、○クラス、０％

	２
	○○市立○○中学校
	タブレットＰＣ
	タブレットＰＣ名称（ＯＳ）
	○○(○○)

	
	
	
	搭載ブラウザ
	ＸＸ

	
	
	
	実証学年毎の配備状況(台数)、人数と配備率
	１学年：○台、○人、１００％

２学年：○台、○人、０％

	
	
	電子黒板
	会社名、形式、インチ
	ＸＸ社、ボード型、５０インチ

	
	
	
	実証学年毎の配備状況（台数）、クラス数と配備率
	１学年：○台、○クラス、１００％

２学年：○台、○クラス、１００％

	３
	○○県立○○高等学校
	タブレットＰＣ
	タブレットＰＣ名称（ＯＳ）
	○○(○○)

	
	
	
	搭載ブラウザ
	ＸＸ

	
	
	
	実証学年毎の配備状況(台数)、人数と配備率
	１学年：○台、○人、１００％

２学年：○台、○人、１００％

	
	
	電子黒板
	会社名、形式、インチ
	ＸＸ社、ボード型、５０インチ

	
	
	
	実証学年毎の配備状況（台数）、クラス数と配備率
	１学年：○台、○クラス、１００％

２学年：○台、○クラス、１００％

	４
	○○県立○○特別支援学校
	タブレットＰＣ
	タブレットＰＣ名称（ＯＳ）
	○○(○○)

	
	
	
	搭載ブラウザ
	ＸＸ

	
	
	
	実証学年毎の配備状況(台数)、人数と配備率
	○学年：○台、○人、１００％

○学年：○台、○人、１００％

	
	
	電子黒板
	会社名、形式、インチ
	ＸＸ社、ボード型、５０インチ

	
	
	
	実証学年毎の配備状況（台数）、クラス数と配備率
	○学年：○台、○クラス、１００％

○学年：○台、○クラス、１００％

	
	
	
	備考※5
	


※1：平成26年12月末日の数値を記載すること（１２月末までに配備予定の設備を含めて記載すること）。なお、総務省が実証で必要な範囲で整備するタブレットＰＣと電子黒板は含めない。
※2：タブレットＰＣについて、複数機種ある場合は、それぞれの機種ごとに台数を記載すること。

※3：配備率について

　　・タブレットＰＣ：台数／実証の対象となる生徒数

　　・電子黒板：台数／実証の対象となる教室数
※4：電子黒板については、会社名、タイプ別（ボード型、プラズマ型、アタッチメント型等）、インチ及び学年毎の台数と配備率を記載すること。
※5：電子黒板の転倒防止等、児童生徒の安全に関する配慮事項などあれば記載すること(特別支援学校のみ記載する項目)。
５．実証校における環境整備状況（通信環境等）※１

	
	学校名
	項目
	現在の配備状況等

	１
	○○市立○○小学校
	校内無線ＬＡＮ環境
	職員室、各教室、ＰＣ教室に構築

帯域（１Ｇ）

	
	
	外部接続状況※2
	地域イントラネットを介しての接続、ＣＡＴＶを利用、１Ｇ

	２
	○○市立○○中学校
	校内無線ＬＡＮ環境
	職員室、各教室、ＰＣ教室に構築

帯域（１Ｇ）

	
	
	外部接続状況
	地域イントラネットを介しての接続、ＣＡＴＶを利用、１Ｇ

	３
	○○県立○○高等学校
	校内無線ＬＡＮ環境
	職員室、各教室、ＰＣ教室に構築

帯域（１Ｇ）

	
	
	外部接続状況
	地域イントラネットを介しての接続、ＣＡＴＶを利用、１Ｇ

	４
	○○県立○○特別支援学校
	校内無線ＬＡＮ環境
	職員室、各教室、ＰＣ教室に構築

帯域（１Ｇ）

	
	
	外部接続状況
	地域イントラネットを介しての接続、ＣＡＴＶを利用、１Ｇ


※1：平成26年12月末日の数値を記載すること（１２月末までに配備予定の設備を含めて記載すること）。

※2：「外部接続状況」について、光ファイバ、ＣＡＴＶなどの種別、伝送容量などを記載すること。
６．ＩＣＴドリームスクール実践モデル案を参考に作成した実施計画
※1：記述欄が不足する場合は適宜追加すること（１枚である必要はない）。
※2：説明補足のために、ポンチ絵などを別に添付（パワーポイントなどのファイル）しても良い。
＜具体的な実現方法＞どのような取組を行うのか。
＜スケジュール＞
７．プロジェクトマネージャーに関する情報
	項目
	内容

	組織名、役職
	ＸＸ株式会社、ＸＸ部ＸＸ課　課長

	担当者名
	○○　○○

	住所
	○○県○○市○○　○○　○○

	電話番号
	00-1234-5678

	E-mail
	*****@*******.**

	特記事項
	


※担当部署・役職、担当者氏名、住所、電話番号、メールアドレスを記載
※アピールすべき事項があれば特記事項に記入のこと
　
別添１





赤字は記載例等のため提出時には削除すること








2

